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ゆ
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へ
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7
ー
ル
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夏
窟
先
謀
り
’

　
六
月
十
E
、
更
郷
小
学
校
と
琿
谷
し
学

校
で
は
町
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
プ
ー
ル

開
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
瘤
雨
の
ど
真
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
天
気
の
方
は
ム
フ
に
も
雨
が
落
ち
て
き

そ
う
な
ち
ょ
っ
と
残
念
な
く
も
り
［
コ
和
。

で
も
そ
れ
は
大
人
の
気
持
．
子
ど
も
た
ち

に
は
待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
開
き
＼
天
気

な
ん
て
か
ま
わ
な
い
。
ワ
イ
ワ
イ
キ
ャ
キ

ャ
．
プ
　
ル
に
入
る
と
す
ぐ
に
あ
ち
こ
ぢ

で
水
し
ぶ
き
が
た
ち
．
ま
る
で
水
を
得
た

魚
…
と
い
っ
た
様
子
．
）

　
子
ど
も
た
ち
は
一
足
早
く
夏
を
満
喫
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

7ま～ヨδ〉

ぐうごきミ

‘
一

人口5，614人（△12）

　男　2，田0人（△6）

　女E，934人（△6）

世帯数L731戸（　7）

　平成6年6月1日現在
　　　｛　）は自前月比



　　　　　　蠣8ごり②

牧水・山蘭の交友が今よみがえる
　郷土の歌人若山牧水が歌友　和田山蘭（1882～1957年）にあてた書簡210

通が青森市で見つかりました。そのほとんどは牧水の内面的な心境をつづっ

たもので、今研究者やファンの間で大きな関心を集めています。

　その内・手紙一通が五所川原市から、葉書一通が山蘭の二男和田現氏から今

回本町に寄贈されました。　「牧水の書簡がなぜ遠い青森から……？」

　そんな疑問をここで解き明かします。

青森県五所川原市の佐々木栄造市長から木村町長に、牧水の
山蘭にあてた手紙一通が手渡されました。（5月2旧）

歌
友

　　　　　　　あひら
和　田　　腰回

山蘭の二男．大正4年7

月生（於東京）。書家（号雨

晴）東京高等工芸専科卒。

　昭和32年父山蘭死去後

「雨晴書院」を継承。日

韓書道芸術協会常任理事。

青森市浪打在住。

山
蘭
・
東
灘
が
縁
と
な
っ
た

牧
水
と
五
所
川
原

　
牧
水
が
歌
友
山
蘭
と
加
藤
東
灘
の

故
郷
五
所
川
原
町
を
訪
ね
た
の
は
大

正
五
年
（
牧
水
三
十
一
歳
）
の
三
月

で
し
た
。
青
森
を
経
て
奥
羽
本
線
の

大
釈
迦
駅
で
下
車
、
駅
か
ら
は
馬
に

乗
り
、
二
人
の
青
年
に
案
内
さ
れ
て

五
所
川
原
へ
向
い
ま
し
た
。
牧
水
は

馬
に
乗
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　
春
と
は
い
え
北
国
の
津
軽
地
方
は

ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
ま
す
。
馬
上
の

牧
水
は
壮
快
な
気
分
で
ご
満
悦
で
し

た
。
十
七
、
八
キ
ロ
の
雪
の
峠
も
落

馬
せ
ず
、
無
事
に
五
所
川
原
に
着
き

ま
し
た
。
町
の
郵
便
局
通
り
で
は
馬

上
の
姿
の
写
真
も
撮
り
ま
し
た
．
、
こ

の
時
、
牧
水
は
即
興
で
次
の
二
首
を

詠
ん
で
い
ま
す
。

　
ひ
っ
そ
り
と
馬
乗
り
入
る
る
津
軽

　
　
野
の
五
所
川
原
町
は
雪
小
止
み

　
　
　
せ
り

　
そ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
権
の
鈴
戸
の
面
に
き
こ
ゆ
旅
な
れ

　
　
や
津
軽
の
く
に
の
春
の
あ
け
ぼ
の

　
こ
の
二
首
は
歌
碑
と
し
て
五
所
川

原
市
の
八
幡
神
社
裏
手
の
丘
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
山
蘭
は
東

京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
彼
の
生

家
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正

十
五
年
の
秋
に
も
牧
水
は
青
森
地
方

に
揮
毫
旅
行
で
来
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
牧
水
と
五
所
川
原
は

山
蘭
や
東
離
を
通
し
て
縁
が
で
き
た

の
で
す
．
、

訳

むつ

百互
青森

十和田弘前

盛岡

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　　　　『擁8ご’り③

酒
の
な
い
夜
は
焼
芋
を
か
じ
っ
た
黒

酒
と
雅
だ
牧
水
と
山
蘭

　
牧
水
と
山
蘭
と
の
交
友
は
明
治
四

卜
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
三
月
、
牧
水

を
中
心
と
す
る
数
名
の
青
年
歌
人
に

よ
っ
て
詩
歌
雑
誌
「
創
作
」
が
創
刊

さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
松
島
村
（
現

在
五
所
川
原
市
）
に
住
む
山
蘭
は
同

郷
の
加
藤
東
離
と
、
　
「
創
作
」
五
月

号
に
初
め
て
歌
を
投
稿
し
ま
し
た
。

雑
誌
が
届
い
て
み
る
と
、
意
外
に
も

優
待
組
の
特
別
欄
に
載
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
二
人
は
元

気
づ
き
毎
号
に
作
品
を
投
稿
し
ま
し

た
。
そ
の
二
年
後
、
牧
水
は
中
堅
歌

八
数
名
の
作
品
を
と
り
あ
げ
評
論
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
こ
の

二
人
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
牧
水
と
山
蘭
は
親
し
く
な
り
文

通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
蘭

は
牧
水
の
第
一
歌
集
「
海
の
声
」
の

愛
読
以
来
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
刊
さ
れ

る
歌
集
や
評
論
集
を
通
し
て
牧
水
に

憧
憬
の
念
を
持
ち
敬
愛
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
か
く
し
て
、
大
正
二
年
七
月
山
蘭

は
故
郷
を
離
れ
上
京
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
東
京
で
の
二
人
の
交
友
は
一
段
と

深
ま
り
浅
草
な
ど
で
よ
く
飲
ん
だ
よ

う
で
す
。
酒
の
な
い
夜
な
ど
は
焼
芋

を
か
じ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
山
蘭

は
「
涙
の
出
る
ほ
ど
な
つ
か
し
い
思

い
出
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
山
蘭
は
牧
水
の
良
き
相
談
相
手
で

も
あ
り
ま
し
た
。
牧
水
が
昭
和
三
年

沼
津
で
永
眠
し
た
時
、
山
蘭
は
次
の

よ
う
に
述
懐
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
畏
友
若
山
牧
水
を
永
久
に

み

▲大正4年8月、牧水上京の時鳥

　友越前翠村宅にて浅酌の後、前
　列が山蘭（33歳）、後が牧水（30

　歳）

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
と
共
に
飲
む

こ
と
も
語
る
こ
と
も
永
久
に
あ
り
得

な
い
。
只
座
右
に
彼
か
ら
い
た
だ
い

た
酒
器
が
あ
り
、
ま
た
数
百
通
の
手

紙
が
あ
る
。
日
夕
こ
れ
に
よ
っ
て
彼

と
語
る
他
は
な
い
…
し
と
。
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要
登
甑
曳
巾
｛
・
．
噸
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し
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亨
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t
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ヒ
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向
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日
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妥
鴛
・
ご
顔
ρ
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、
こ
キ
去
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・
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q
t
薫
炉

繊
爆
鹸
、

レ
牧
水
か
ら
山
蘭
に
出
さ
れ
た

く
手
紙
（
右
）
と
葉
書
（
左
）

牧
水
の
内
面
告
白
を
つ
づ
っ
た
手
紙
と
葉
書
き

〈
手
紙
〉

　
牧
水
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

三
月
二
十
八
日
か
ら
伊
豆
湯
が
島
温

泉
に
滞
在
し
て
、
　
「
う
す
紅
に
」
の

歌
な
ど
山
桜
の
歌
を
多
数
作
り
ま
し

た
。
こ
の
手
紙
は
そ
の
時
、
湯
本
館

か
ら
山
蘭
に
送
っ
た
も
の
で
日
付
は

四
月
四
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
巻
紙
に
毛
筆
で
書
い
て
お
り
、
一

四
五
セ
ン
チ
に
及
ぶ
長
い
手
紙
で
す
。

手
紙
に
は
山
蘭
の
仕
事
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
ま
た

「
自
分
も
家
を
一
軒
建
て
た
い
」
と

も
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
手
紙
は
和

牧水と山蘭の親交の厚さを

あらためて実感　　町長木村映．

田
現
様
の
お
せ
わ
で
五
所
川
原
市
か

ら
東
郷
町
へ
贈
呈
し
て
戴
き
ま
し
た
．
、

〈
葉
書
〉

　
こ
の
葉
書
は
和
田
現
様
の
ご
厚
意

に
よ
り
直
接
東
郷
町
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
二
百
通
を
越
す
山
蘭
あ
て
の
書

簡
の
最
後
の
便
り
で
す
。

　
日
付
は
昭
和
三
年
八
月
二
十
七
日

と
な
っ
て
お
り
、
牧
水
が
永
眠
（
九

月
十
七
日
）
し
た
三
週
間
前
に
書
い

た
も
の
で
す
。
　
「
不
景
気
千
万
、
お

互
ひ
に
元
気
を
出
そ
う
一
と
書
い
て

い
ま
す
。

　
ひ
っ
そ
り
と
馬
乗
り
入
る
る
津
軽
野
の

　
　
　
五
所
川
原
町
は
雪
小
止
み
せ
り

　
こ
の
歌
は
大
正
五
年
三
月
、
牧
水
が
初
め
て
歌
友
和
田
山
蘭
と
加

藤
東
証
の
故
郷
青
森
県
津
軽
郡
松
島
村
（
現
五
所
川
原
市
）
を
訪
ね

た
時
の
歌
で
あ
り
ま
す
。

　
山
蘭
・
東
籠
と
牧
水
の
交
友
に
つ
い
て
は
紀
行
文
「
津
軽
野
」
で

い
さ
さ
か
承
知
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
牧
水
が
山
蘭
に
あ

て
た
書
簡
二
百
余
通
が
保
存
さ
れ
た
と
聞
き
今
更
な
が
ら
親
交
の
深

さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
書
簡
の
う
ち
二
通
が
山
蘭
の
二
男
和
田
現
様
と
五
所

川
原
市
佐
々
木
栄
造
市
長
の
特
別
の
お
計
ら
い
に
よ
り
本
町
の
牧
水

記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
五
月
二
十
一
日
渡
邊
邦

彦
教
育
長
と
と
も
に
五
所
川
原
市
を
訪
問
し
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
様
を
始
め
和
田
現
様
ほ
か
沢
山
の
方
々
の
心
温
ま
る
歓

迎
に
接
し
感
激
↓
入
で
あ
り
ま
し
た
。
牧
水
逝
き
て
六
十
五
年
、
い

ま
だ
に
全
国
の
皆
様
に
慕
わ
れ
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
を
想
う
と
き
改
め

て
牧
水
の
偉
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
牧
水
の
ふ
る
さ
と
東
郷
町

に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
想
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
五
所
川
原
市
長
様
並
に
和
田
現
様
の
心
か
ら
な
る
御
配

慮
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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みなさん　“国際化”って何だと思いますか…！？
　7月21E］から東郷町に住んでいる／0人の子供達に新し：、噛

雪険が始まるそうです。この運がよい子疏達は野外石月多の

ためにヨーロッパで2週間過ごすことになりました。観邑

芝けでなくホームステイの依験もできるのでアイルランド

人の生き方を実際釣に認識できるで4よう。個人玉な発達

としていい経験だと愚、国ます。

　日本では国際化という言葉を良く聞きますが実際には三

際理翠を高める目口より『国際化」という≡葉の流行を感

ゾます。アイ1しランドでは国際化という言葉をまったく目

にしまぜん。そして私にとって国際感覚とか国擦理解とい

う言葉の指し示すものはとても理解レにぐ、、と思、ぼす。

アイルラント：では国際感覚は教育として1は認められなくて

こく当たり弍のこととして自然に詑こでも受け入れられて

います。人間の感覚の根曳にある。そういう考え方は

結局キリスト教の影響こよるものかも」れません。こ

のような感覚を持つで．’．ることは理想鞠ですが残念な

雲識臨ξ交嘉∴躍；二雪

藁講麟聡警轟1謂

れども．観光バスの〔‡〕から玉民や景色だけをながめている　嘱距

だけで．玉にいる問国民の生き方や文彪に♪しも3れあお

うとしなければ国際感覚を身こ付けるには意味がないと尽

います。濡外旅行は国際感覚を育てるのに大変役立ちます、

とはいっても国内を出たことがな1い方が国3祭感覚を持って

いないという考え方は間違いです。お互いを尊敬する心が

あれば．感覚は自撰［こもてると思います。　　　　　　　　購

概とって旅行とか留学生の峰1掴際惣考え方を奪謬
てるのに大変役立ちました。自分が他の人からどういう扱’㍗

い方をされたいかを考えて，それを他の入に実行して上げ

　　　　　　　　　　　　　てください。
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り

く
東
郷
小
で
行
な
わ
れ
た
遊
遊

　
ク
ラ
ブ
の
授
業
風
景

蹴嚇繍幽犠欝醜蝿二二繭隔膿…匪二三種無瓶轟勇1，・

のいのとん手壊かし全治出に＿　　　　　　　　　　　　　　　　てはせさななへらせ
時な時はで早れらた撃ちさ転○の’んわこい回せて
’か’評しはて引。打てれ落紙，帰夫でぎとまってく
シつ車えた　　　　　　　　　　撲来たし1宅がしをがまたくれ
1たか　　。　　　　　　　　　　でた干たト途軽たお起

　　　がい席大　こな後に車つも　でと“わの誰とした「が雨傘
“　“天まやき谷とりか投とてら事きの大か病が知い．ご鳴をのぞ
あてあ評せ助く月1で’らげ共約つ故ま胸当ら院宣ら一こ病割り突降れ

ら
投
げ
出
さ
れ

ら
”ト
ベ
ル
ト
を
し

死
者

全
国
　
四
、
一
〇
四
人

県
内
　
　
　
四
〇
人

　
＊
東
郷
駐
在
所
調
べ

き
上
げ
ら
れ
た
車
は

い
る
も
の
の
、
運
転

、
ほ
と
ん
ど
壊
れ
て

た
。
夫
に
は
、
こ
れ

四
輪
に
乗
せ
て

中
、
運
転
を
誤

ル
下
の
谷
川
に

も
の
で
、
車
外

は
、
不
運
に
も

車
の
下
敷
き
と

即
死
し
た
と
の

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村
郷
町

東
1
　
門
　
川
　
町

日
向
市
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傷
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曹撃k

事物
ﾌ損

あ
の
時
、

　
　
　
　
　
　
　
し
て
い

あ
る
遺
族
（
妻
）
の
記

そ
れ
は
、
六
月
も
終
り
に
近
い
大

…
の
降
る
日
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

…
を
突
き
破
る
よ
う
に
電
話
の
ベ
ル

鳴
り
、
．
ご
・
王
人
が
、
交
通
事
故
で
入
院
し

一
。
病
院
の
方
へ
行
っ
て
や
っ
て
欲

ら
。
」　

知
ら
せ
て
く
れ
た
．
、
そ
の
時
は
、

…
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
か
、
ど
こ

病
院
へ
行
っ
た
ら
良
い
の
か
さ
え

か
ら
な
い
ま
ま

大
変
な
こ
と
が
起
っ
た
’

の
胸
さ
わ
ぎ
を
お
さ
え
る
こ
と
は

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
故
は
、
夫
が
軽
四
輪
に
乗
せ
て

ら
っ
て
の
帰
宅
途
中
、
運
転
を
誤

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

　
　
　
　
て
く
れ
た
ら
…
…

　
て
い
た
ら
’

壊
れ
て
い
な
い
助
手
席
で
生
き
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
は
亡

き
夫
を
責
め
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
が

私
に
は

　
あ
の
時
…
…

と
い
う
言
葉
が
生
涯
消
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
息
子
に
も
知
人
に
も
、
常
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全

　
　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
　
　
7
月
2
1
日
～
3
0
日

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
・
5
日
．
末
累
計
〔
　
〕
内
は
当
日
、
分

重

蓬
塾
甑
妻
榊
章
．
識
野
・
、
、
》
妥

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

愈
ざ
さ
幽
慧

　
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
今
、
あ

い
さ
つ
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
東
郷
中
学
校
で
は
、
こ
の

運
動
行
事
と
し
て
月
変
わ
り
に
あ
い

さ
つ
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
い
た
り
、

話
し
合
い
活
動
を
設
け
た
り
、
家
庭

冒
「
　
　
一
　
一
「
　
　
畠
　
一
，
　
　
‘
　
一
，
　
　
　
幽
　
曹
▼
　
　
‘
　
一
9
　
　
」
　
一
「
　
　
」
　
一
、
－
　
」
　
一
、
　
　
」
　
一
「
．
－
」
　
－
「
　
　
」
　
－
「
」
　
」
　
響
「
　
　
」
　
曹
「

騨

顯
　
　
饗
，
〃

で
は
あ
い
さ
つ
状
況
を
記
録
し
た
り
、

そ
し
て
各
地
域
で
は
生
徒
が
中
心
と

な
り
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
東
郷
中
学
校
で
は
学

校
内
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
そ
し
て

‘　

@
　
暫
　
冒
▼
　
　
」
　
一
マ
　
　
」
　
冒
「
　
　
西
　
一
－
　
　
‘
　
一
，
　
　
西
　
冒
▼
　
　
　
邑
一
「
　
　
　
邑
　
一
魎
　
　
」
　
響
｝
　
　
」
　
曹
〒
　
　
畠
　
曽
層
　
　
　
一
　
一
て
　
　
畠
　
一
雪
　
F

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

　　

@
健
康
治
療
器
が
お
め
み
え

　
こ
の
ほ
ど
牧
水
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
健
康
治
療
器
1
1
電
子
浴

軍
器
が
設
置
さ
れ
、
今
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
た
い
へ
ん

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
浴
療
器
と
い
っ
て
も
お
風
呂
に
入

る
わ
け
で
は
な
く
、
下
写
真
の
よ
う

に
電
気
の
通
る
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
座

っ
て
、
マ
ッ
ト
に
足
を
の
せ
、
た
だ

腰
か
け
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
健
康

器
具
で
す
。
高
・
低
血
圧
や
神
経
痛

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
効
果
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
設
置
さ
れ
た
六
台
は

い
つ
も
満
員
と
い
う
こ
と
で
す
。

冒
▼
、
L
一
、
、
」
一
、
～
L
■
■
、
」
ロ
、
、
L
■
、
、
」
冒
，
～
」
一
、
、
」
一
■
～
し
一
■
～
」
－
写
、
」
一
¶
、
」
曹
¶
～
啄
一
、
、
」
●
「
、
」

　　　　　　辮どうご’⑳1

　
基
本
的
人
権
を
守
る
た
め
、
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
活
動
す
る
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
鶴
野
内
の
伊

東
征
男
さ
ん
が
5
月
1
5
日
付
で
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
2
3
年
政
令
に
よ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
発
足
、
翌
2
4
年
6
月
に

入
権
擁
護
七
口
貝
田
が
施
行
さ
れ
て
か

麟畷い惣
お互いの愛さつから…

朝のあいさつ運動風景（写真提供：東郷中学校）

地
域
で
も
、
誰
と
で
も
気
持

ち
良
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

よ
う
に
と
色
々
な
ア
イ
デ
ア

を
取
り
入
れ
て
あ
い
さ
つ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
に
つ
い
て
学
校

で
は
「
今
は
学
校
の
活
動
と

し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
あ
い

さ
つ
運
動
で
す
が
、
こ
れ
が

学
校
か
ら
校
区
域
、
そ
し
て

町
内
全
域
へ
と
広
が
っ
て
い

き
、
町
民
み
ん
な
が
自
然
に

あ
い
さ
つ
や
会
話
が
交
わ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
温
か
い
人
間
関

係
が
で
き
て
い
く
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
…
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
も
是
非

児
童
・
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に

あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
て

だ
さ
い
。

蓋

な
さ
ん
も
是
非
地
域
の

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

動
に
参
加
し
て
み
て
く

。
ん
（
鶴
野
内
）

ら
国
民
の
基
本
的
入
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

を
守
る
機
関
が
誕
生
し
た
の
が
人
権

擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
入

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
す
で
に
委
嘱
を
受
け
て
活
動
中

の
越
北
区
・
海
野
俊
男
さ
ん
、
寺
迫

上
・
黒
木
睦
實
さ
ん
を
含
め
3
名
の

委
員
の
方
で
町
内
の
人
権
擁
護
活
動

に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
．
．
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

　
伊
東
征
男
さ
ん
（

美々津ゴルフ場から

街路灯11基が寄贈されました

黙
糠
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

は
創
立
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
会
社
で
は
こ
の

記
念
に
合
わ
せ
、

日
頃
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
地
元
寺

迫
区
に
何
か
役
に
立
っ
て

も
ら
え
る
も
の
を
：
：

と
考
え
、
こ
の
ほ
ど
町
道

山
ノ
ロ
～
福
瀬
大
橋
線
の

寺
迫
小
学
校
か
ら
庭
田
ま

で
の
間
の
電
柱
に
街
路
灯

十
一
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
夜
に
な
る
と
暗
く
淋
し

か
っ
た
道
路
も
、
灯
り
が
点
り
通
行

し
易
く
な
っ
た
と
区
民
た
ち
は
大
喜

び
。
特
に
部
活
動
等
で
遅
く
帰
宅
す

る
中
・
高
生
た
ち
に
は
大
変
感
謝
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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肖
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∵

・
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ダ

／ 30年ぶりに復活

　　　水稲直播き栽培
5月19日湘

　仲深の矢野善文さん方の田んぼ20a12反1を試作田とし

て、最近見直されてきた水稲の直播き栽培が関係者及び農家

からの見学の人を集めて実施されました

　今回の直播きは、特別な発根促進剤を施した籾を機械にの

せ、後は普通の田植機の要領で田んぼを直すぐに進むだけ．

機械が自動で籾を植えつけていきます．

　直播き栽培は除草に呂：労するということで町内でも30年ほ

ど前から行なわれなくなったようですが、栽培方法が確立さ

れてきた今、今後の普及が注目されるところです，

一目
三 至．f三＝塁＝】【－－孟互Σ＝三重互互互：軍三三三三三．振「言喜夏茎三三互三三7茎7三至＝τ三7互三一重互三；昼重重茎至徳夏翌．言

ヒ

」千

倉

　　　》
箋鶉黙製

獲

　　　　　爽やかな汗を流した区民運動会
’　　　　　　　　　　（寺迫公民館）

　　　　　5月22日旧1

　　．　区民の親睦と融和を図ることを目的に2年前から隔年の行
雨　事として。の，寺糊催されて、、る寺躯民運動会が盛会に開

　　　　催されました，
鶴　　　　　内容はこれまでの運動会と変わって子どもからお年寄りま
　　　　で、だれでも気軽に参加できる種目が数多く用意され、参加

　　　　した区民は一みんなが楽しく参加できることがいいですねノ

　　　　とおっしゃっていました，

　　　　　閉会後は全員で焼肉会が開催され、豚、かしわ合わせて1じ。

　　　　kgの肉が疲れた区民の胃袋を満たしてくれたそうです．

飛玉互瓢至軍顎口亙

」
策
穐
ミ
幌
虚
協『

、
覇

．
酬
鱗
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O

　　3世代が協力して田植え

　　　　　　～坪谷小学校体験学習～

5月27日金

，
〔

愈D

　」、
らr

　梅雨入りして3日目、坪谷小学校では今年も近くの田んぼ

を借りて全校生全員で田植えを行ないました．

　今回も地区の老人クラブ高砂会とPTAの役員の方に協力

をいただき、田植えにはいる前に苗の植え方の説明と今はめ

ったに聞かれなくなった田植え歌を歌ってもらいました、

　その後早速田んぼに入りおじいちゃん、おばあちゃんから

丁寧に指導を受けながら2a〔2畝1の田んぼにもち米の苗

を楽しく植え付一けていきました．

三一三．再玉7ττ三二重二軍一重幽幽互互開国墨重言葺亘三璽｛毛皇三．凹溜三ユ重

今年の釣果を占う
一　　　　“あゆ漁”の解禁

套蓑
　
三竃一璽葦三玉至＝三＝頚【董＝三．蓋．ヨ【豆

　
ヨ「三．

旦豆
豆

幽　あゆ釣りファンにとってはこの日がとても待ちどうしかったというあゆ漁の解禁日、大公望たちは朝早くから耳川・

坪谷川へと一斉に繰り出し、暑くなった初夏の日差しと、ま

だひんやりと冷たさの残る川の中で思いおもいのポイントを

見つけ初釣リを楽しんでいました、

　町内では昨年の台風の影響で、川の流れが変わったり小石

あ堆積などで以前のような釣果が望めなくなったところもあ

るということです．

曾
　
　
　
　
　
・

藤
爵鱒騨哨艦

姦空蝉轡

∴
，

一一隙灘
ピ一~’黙　“　　一内　ノ鳥　瀞　・陀F骨　　 恥
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ピ
償

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　
⑦
．
3
8鞘

　　　　　　のへ

　　　　東卿町回

＿わ瀞
Tl福譲払

泌’

轤｢
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麟1

，

9

●1

　　　｝

　　

q
さ
ん
（
5
5
歳
）

（
旧
姓
新
名
）

　
　
現
在
延
岡
市
に
お
住
ま
い
で
、
市

　
内
の
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
　
「
四
人
の
子
供
た
ち
も
自
立
し
、

　
時
間
に
余
裕
も
出
て
き
た
の
で
、
仕

　
事
の
傍
、
書
道
を
習
っ
た
り
、
花
づ

　
く
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

　
す
」
と
い
う
森
さ
ん
。
今
は
ご
主
人

　
と
娘
さ
ん
の
三
人
で
暮
さ
れ
て
い
ま

　
す
。o

出
身
地

　
福
瀬
出
口

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
四
年
五
月
九
日

○
現
在
の
住
所

　
　
延
岡
市
川
島
町

　
　
　
　
ぢ

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し

青
年
活
動
に
明
け
暮
れ
た
日
々

　
「
廣
子
、
今
日
も
行
く
と
か
、
毎

日
、
毎
日
、
自
転
車
も
た
ま
る
も
ん

か
。
福
瀬
の
道
が
く
ぼ
む
よ
．
．
」
母
は
、

い
つ
も
そ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。
青

年
団
活
動
の
た
め
、
毎
日
の
よ
う
に

夕
食
の
時
間
も
偲
ん
で
、
出
口
か
ら

福
瀬
小
学
校
ま
で
自
転
車
で
通
っ
た

の
で
す
。
暗
く
な
る
ま
で
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
練
習
を
し
た
り
、
青
年
学
級

や
歌
の
蓮
華
、
皆
ん
な
夜
の
更
け
る

の
も
忘
れ
、
心
熱
く
し
て
参
加
し
た

も
の
で
す
、
ア
ユ
か
け
を
し
て
い
た

仲
間
に
さ
そ
わ
れ
て
、
学
級
の
帰
り

に
皆
で
、
夜
の
川
原
に
下
り
て
行
き

ま
し
た
。
焚
き
火
を
赤
々
と
燃
や
し
、

ま
だ
跳
ね
て
い
る
獲
り
た
て
の
ア
ユ

を
焼
き
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
舌

鼓
を
う
っ
た
こ
と
が
、
壊
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
．
、

　
当
時
を
ふ
り
返
る
と
、
あ
ふ
れ
ん

ば
か
り
の
出
来
事
や
想
い
が
、
昨
日

人
々
力
集
ま
つ
＝
く
る
そ
ん
な
面
＝
…

　
ふ
る
里
を
離
れ
て
三
十
二
年
、
父

母
の
墓
参
り
を
兼
ね
て
、
年
に
四
、

五
回
は
帰
郷
し
ま
す
。
そ
の
度
に
道

路
は
整
備
さ
れ
、
川
に
橋
が
か
か
り
、

自
家
用
車
が
ふ
え
て
、
便
利
に
な
っ

た
な
ア
ー
と
思
い
ま
す
。
三
年
前
、

県
外
に
住
む
友
人
二
人
と
、
福
瀬
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

社
の
秋
祭
り
に
帰
郷
し
、
臼
太
鼓
踊

り
を
見
物
し
ま
し
た
。
美
し
い
鐘
の

音
が
神
社
の
境
内
に
響
き
わ
た
り
、

勇
壮
な
出
で
立
ち
で
舞
う
若
者
の
姿

は
、
昔
と
変
ら
ず
、
思
わ
ず
涙
が
出

ま
し
た
。
唯
、
近
隣
か
ら
の
観
客
は

少
な
く
、
又
、
食
事
を
す
る
よ
う
な

☆
★

の
こ
と
の
よ
う
に
甦
っ
て
き
て
、
時

間
が
止
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に

し
て
も
良
き
時
代
で
し
た
。
多
感
な

青
年
期
に
貴
重
な
体
験
や
学
習
の
機

会
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
前

向
き
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
．
．
そ
し
て
、
教
育
に
力
を

注
ぐ
東
郷
に
生
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

嚇鐙 懸　　　　ひぐり
▲途中の日暮峠ではよく自転車を止めて
　優雅な耳川の流れを眺めたものでした

品
等
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
淋
し
い
気

が
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
生
か
し
な

が
ら
、
若
者
が
ふ
え
、
家
並
み
が
ふ

え
、
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

揺
れ
動
く
潮
騒
の
ご
と
く
定
ま
ら
ず

　
連
立
与
党
の
確
執
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

ひ
た
す
ら
に
絵
筆
を
取
り
／
、
山
里
の

　
渡
川
描
き
し
友
の
逝
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

何
事
も
人
に
よ
け
れ
と
さ
り
げ
な
く

　
抑
え
る
美
学
老
い
イ
、
学
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

謝
辞
の
ぶ
る
花
嫁
姿
の
娘
の
前
に
た

　
だ
停
ち
尽
し
溢
れ
く
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

畑
打
ち
！
、
出
で
来
し
蛆
に
土
を
覆
い

　
笹
…
事
に
生
去
、
よ
と
願
い
々
一
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

幾
歳
か
苦
楽
過
ご
し
た
揚
子
江
異
国

　
の
兵
の
塒
捜
し
〃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

亡
き
友
の
賀
状
手
に
と
り
筆
跡
を
な

　
ぞ
り
て
偲
ぶ
彼
の
人
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

難
産
の
連
立
政
権
様
変
わ
り
信
頼
や

　
ぶ
れ
き
び
し
き
舟
出

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

冠
岳
椎
の
木
多
し
白
じ
う
と
花
明
か

　
り
し
て
ふ
く
ら
み
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

杉
山
に
夕
日
は
映
え
て
晩
春
の
耳
川

　
沿
い
の
家
並
み
静
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

生
活
の
食
の
程
度
は
上
向
け
ど
末
だ

　
忘
れ
ぬ
山
菜
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

花
散
り
て
青
葉
と
な
り
し
五
月
晴
れ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ク
に
茶
つ
み
忙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

雨
あ
が
り
若
葉
萌
え
出
で
ゆ
く
野
辺

　
に
夕
餉
に
ぎ
わ
す
蕨
摘
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



D
《
7
ご8耀

5

＠＠1藝臨⑤薦

　　　　☆★☆坪谷保育園☆★☆
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践

静

　
O

へ、．

μ

　
ー
レ

“、

T

罷

鋸
整
▲題「おとうさんとぼく」

　仲深久居原の
　三浦由実ちわん4歳

父：三浦正利さん

母：　　康代さん

O好きな食べものは何ですか？

　お母さんの作った目玉焼き

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　赤ちゃんを洗ってあげる

　看護婦さん

萎
職

　　　　　　　　　　　越表中水流の

　　　　　　　　　　　鶴田雄大くん5劇

　　　　　　　　　父：鶴田浩明さん

　　　　　　　　　母：　順子さん
　　　　　　　　　o好きな食べものは何ですか？

　　　　　　　　　　しいたけのバター焼
　　　　　　　　　O好きなテレビ番組は何で

“磯雛しん。。ん
　　　蕊　　　　　O大きくなったら何になり

　　　　　　　　　　たいですか？
　　　鍵　　　　ウルトラマンエース

▼題「わたしの家族」

ダ

換
・層
蜘
騒

　
？
鴛
、
∂
　
ノ

ザ
搬
へ

　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
ま

葡
壕

　
　
　
■

・
Y
・
γ
・
Y
●
Y
・
γ
・
Y
●
Y
・
鱒
▼
・
一
▼
・
Y
●
γ
・
T
∴
▼
・
Y
・
T
●
一
Y
●
T
●
Y
●
γ
∴
▼
●
Y
●
●
●
▼
。
一
▼
●
Y
∴
▼
・
Y
●
7
∴
▼
●
Y
・
一
▼
。
7
●
Y
●
▼
・
7
。
T
●
Y
●
一
▼
●
T
∴
▼
●
Y
●
Y
●
Y
●
γ
●
一
▼
・
7
●
マ
●
噛
●
▼

匙一端．融街話箇箇
塵齢四一全区に空き缶圧縮機

　「カンペタ」

　　　　　；を設置

　7月から空き缶散乱防止条

例が施行されるのに伴い、町

では5月に空き缶圧縮機“カ

ンヘタ、を町内全区に設置し

ました．この圧縮機は人間が

ヘダノレを足で踏むだけでぺち

ゃんこになるという、エネル

ギーいらずの環境的にも経済
的にもすぐれもの。

　各地区ではカンベタが設置

されたことも伴い、除々に空

缶処理に対する認識も深まっ
ているということです。

　これから本格的な夏を迎え

ると、キャンプやレジャーが
多くなってきますが、その時

必ず持っていくのが缶ジュー

スに缶ビール。飲んだ後の空

き缶は必ず持って帰り、あな

たの地区のカンペタで減量処
理をしてください。

門……
有
馨
建
設

…東

ｽ
町
大
字
山
陰
己
⊥
懸
地

罫
妊
磐
罷

…
代
表
取
締
役
里
…
田
静
夫

冨
三
年
昌
号

｛　

@
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
で
す
。

（（
【
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

…　

@
男
九
人
・
女
四
人
の
計
十
三
人

　
で
す
。

…一　
〇
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？

…
　
　
一
般
土
木
工
事
業
で
す
。

動
感
②
㊨
勤

｝
0
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
・

，
　
　
社
員
が
若
い
の
で
地
域
社

（
　
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
人
材

門
　
教
育
等
に
努
め
て
い
き
た
い

　　と　　思　　し、
　　ま
潮玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
何
か
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
は
あ
賦

り
ま
せ
ん
か
？
・

　
　
若
い
独
身
男
陛
が
い
っ
ぱ
い
い
…

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
ま
す
。
お
嫁
さ
ん
を
募
集
し
て
い
’

　
ま
す
の
で
、
ど
な
た
か
紹
介
し
て
ド

　
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
！
．
　
　
　
」

‘ぢり‘

L　　J

解二蝋　　概埴翻’ ・漏遮鷲鞭灘ぼ
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　　　　　　颯8ご’り⑨

確
鍵
鑓
簸

⑫
離
島
の
医
療

　
　
　
　
　
の
話
し

東
郷
町
立
病
院
院
長

　
外
科
谷
　
川

爾
轡
、

ガ

誠

　
今
回
宮
崎
医
科
大
学
よ
り
赴
任
し

ま
し
た
。
少
し
で
も
町
立
病
院
の
発

展
に
役
立
つ
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
は
十
五
年
位
前
に
長
崎
県
の
離

島
の
病
院
に
勤
務
し
た
事
が
あ
り
ま

す
。
日
本
か
ら
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
離
れ
、
晴
れ
た
日
に
は
韓
国
の

釜
山
が
肉
眼
で
も
み
え
る
よ
う
な
島

で
し
た
。
当
然
病
院
も
少
な
く
医
師

も
少
な
く
、
土
曜
日
曜
の
区
別
も
な

く
大
変
忙
し
い
毎
日
で
し
た
。
重
症

の
患
者
が
発
生
し
た
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
航
空
自
衛
隊
に
要
請
し
患
者
を

搬
送
し
て
も
ら
い
ま
す
。
天
気
の
い

い
昼
間
な
ど
は
い
い
の
で
す
が
、
夜

間
や
台
風
の
時
、
潜
水
病
の
患
者
等

の
時
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
：
が
使
え
ず
、

海
上
保
安
庁
の
高
速
艇
で
運
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
又
あ
る
時
は
夜
ど
う

し
で
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
急
い
で
運

ば
ね
ば
な
ら
ず
、
学
校
の
運
動
場
に

火
を
た
い
て
も
ら
い
、
そ
の
灯
り
を

た
よ
り
に
着
陸
し
て
も
ら
っ
た
事
も

あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
数
十
回
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
が
風
の
強

い
日
な
ど
は
大
変
不
安
に
な
っ
た
事

を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
立
派
な

病
院
が
あ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ぶ

よ
う
な
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
大
手
術
を
急

い
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
等

に
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
私
は
宮
崎
県
の
山
間
部
の
町
で
も

こ
の
よ
う
な
事
を
し
た
ら
患
者
さ
ん

が
も
う
少
し
便
利
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
心
臓
の
手

術
や
、
難
し
い
手
術
の
時
は
大
変
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
号
す
ぐ
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
立
病
院
を
充

実
さ
せ
る
と
同
時
に
こ
の
よ
う
な
事

も
や
れ
る
と
我
々
も
働
き
や
す
く
な

り
患
者
さ
ん
に
も
便
利
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漫
漣
，

藝

の

●
・

多 一…第z

　、“レ鋼
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r
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ー
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些
些
堅
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ー
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i
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ー
ー
：
ー
ー
：
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：
：
一
　
ー
ー
：
：
i
…
闘
”
圏
…
ー
ー
圏
…
…
…
…
”
鱒
睡
一
：
i
…
：
し

　
前
回
は
、
む
し
歯
が
ひ

ど
く
な
っ
て
歯
髄
神
経
を

除
去
す
る
お
話
し
で
し
た

が
今
回
は
、
む
し
歯
を
放

置
し
て
お
く
と
ど
う
な
る

か
、
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
む
し
歯
が
ひ
ど
く
な
る

と
、
か
な
り
の
痛
み
が
生

じ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
今
度
は
、

痛
み
が
ま
っ
た
く
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
で
治
っ
た
な
ど
と
勘
違

い
し
て
い
る
と
、
し
ば
ら

く
し
て
ズ
キ
ズ
キ
と
痛
ん

で
熱
が
出
た
り
、
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
、

さ
ら
に
顔
ま
で
腫
れ
て
き
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
歯
髄

神
経
が
死
ん
だ
後
に
口
の
中
の
細
菌

に
感
染
し
て
、
歯
の
根
の
先
に
膿
が

溜
ま
っ
た
と
き
に
起
こ
る
症
状
で
す
。

こ
う
な
る
と
、
一
刻
も
早
く
膿
を
出

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
歯
ぐ
き
も
大
き
く
腫
れ
て
い
る
場

合
は
、
切
開
し
て
排
膿
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
患
者
本
人
は
、
非
常
な

痛
み
を
が
ま
ん
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
、

歯
の
根
の
先
に
膿
の
溜
ま
る
袋
が
で

き
て
い
た
り
し
て
な
か
な
か
治
り
が

悪
く
、
歯
の
根
の
消
毒
に
、
長
い
通

表
紙
へ
牧
水
○
一
7
3
、
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

院
期
間
を
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

蕪
∵
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
し
か
し
、
き
ち
ん
と
消
毒
を
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

歯
の
根
の
治
療
が
終
わ
り
、
そ
の
蓋

を
金
属
冠
な
ど
で
修
復
す
れ
ば
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

と
同
じ
よ
う
に
使
え
る
歯
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

す
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
そ
れ
か
ら
、
歯
髄
神
経
を
除
去
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

て
、
治
療
を
や
め
て
い
る
場
合
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

同
様
に
、
根
の
先
に
膿
が
溜
ま
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
途
中
で
や
め
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ず
、
最
後
ま
で
治
療
す
る
こ
と
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

切
で
す
。

　
こ
の
歌
は
大
正
十
一
年
（
三
十
七

歳
）
の
作
で
歌
集
「
山
桜
の
歌
」
に

収
め
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
沼
津

の
上
香
貫
に
住
ん
で
い
る
牧
水
は
富

士
の
裾
野
を
よ
く
歩
い
て
い
ま
す
。

こ
の
年
の
六
月
上
旬
に
も
富
士
山
麓

大
野
原
を
歩
き
、
「
大
野
原
の
初
夏
」

と
題
し
て
二
十
七
首
を
詠
み
、
こ
の

「
相
添
ひ
て
」
の
歌
は
そ
の
中
の
一

首
で
す
。

　
富
士
の
嶺
に
残
っ
て
い
る
雪
、
そ

し
て
裾
野
の
大
草
原
に
立
つ
牧
水
は

空
の
深
み
に
暗
き
な
が
ら
の
ぼ
っ
て

ゆ
く
二
羽
の
雲
雀
を
見
て
の
感
動
を

詠
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
情
景

　
　
　
渡
　
逢
　
邦
　
彦

は
誰
に
も
よ
く
想
像
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
去
る
昭
和
五
十
七
年

十
二
月
、
当
時
福
瀬
野
六
年
半
在
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
め

し
て
い
た
平
野
昭
一
君
が
「
お
米
」

の
作
文
で
文
部
大
臣
賞
に
輝
き
、
東

京
で
の
表
彰
式
の
折
、
瀬
戸
山
文
部

大
臣
が
大
臣
室
で
、
「
東
郷
町
は
牧
水

の
故
郷
だ
ね
、
牧
水
の
歌
を
知
っ
て

る
か
ね
」
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
平

野
君
は
、
「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
、

迷
う
こ
と
な
く
こ
の
「
相
添
ひ
て
」

の
歌
を
紹
介
し
、
大
変
喜
ば
れ
た
大

臣
は
、
「
も
う
ひ
と
つ
」
と
お
っ
し
ゃ

、

十

る
と
、
平
野
君
は
、
「
ふ
る
さ
と
の
美

々
津
の
川
の
み
な
か
み
に
…
」
の
母

を
詠
ん
だ
歌
を
朗
諦
し
ま
し
た
．
．
大

臣
は
も
ち
ろ
ん
、
室
に
い
た
人
々
は

と
て
も
感
激
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
る
た
で
牧
水
の
歌
に
親
し
ん
で
い

る
東
郷
町
の
子
ど
も
達
は
誰
に
聞
か

れ
て
も
す
ぐ
牧
水
の
歌
が
紹
介
で
き

る
よ
う
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲21i1㈹まで〉
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個
人
住
民
税
が

　
　
　
減
税
さ
れ
ま
す

　
景
気
対
策
と
し
て
、
平
成
六
年
度

に
限
り
、
個
入
住
民
税
の
特
別
減
税

が
実
施
さ
れ
ま
す
．

▽
特
別
減
税
の
概
要

　
個
人
住
民
税
所
得
割
額
か
ら
特
別

減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
．

▽
特
別
減
税
額

　
平
成
六
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所

得
額
の
二
十
％
相
当
額
で
す
．
．

　
た
だ
し
、
二
十
％
相
当
額
が
二
十

万
円
を
越
え
る
場
合
は
、
二
卜
万
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
．
、

▽
特
別
減
税
の
実
施
方
法

一
給
与
所
得
者
に
係
る
特
別
減
税

　
（
特
別
徴
収
分
）

　
　
平
成
六
年
六
月
と
七
月
は
個
人

　
住
民
税
の
徴
収
を
行
い
ま
せ
ん
．

　
同
年
八
月
置
ら
翌
年
五
月
ま
で
の

　
十
ヶ
月
間
で
特
別
減
税
額
を
控
除

　
し
た
あ
と
の
年
税
額
を
徴
収
し
ま

　
す

「．

幕
ﾆ
所
得
者
等
に
係
る
特
別
減
税

　
（
普
通
徴
収
分
）

　
　
第
一
期

　
分
（
平
成

　
六
年
六
月
）

　
に
お
い
て
、

　
特
別
減
税

　
額
を
控
除

　
し
ま
す
、

　
な
お
、
平
成
六
年
分
の
所
得
税
に

つ
い
て
も
、
そ
の
税
額
か
ら
二
十
％

相
当
額
（
最
高
二
百
万
円
）
を
控
除

す
る
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ジ
ロ
捕
獲
・
飼
養
に
は

許
可
が
必
要
で
す

▽
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
目
ら
翌
年
の
一
月

　
三
十
一
日
ま
で

　
※
こ
れ
に
は
県
（
東
臼
杵
農
林
振

　
　
興
局
）
の
許
可
が
必
要

▽
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
※
こ
れ
に
は
町
の
許
可
が
必
要

▽
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
員
ま
た
は
役
場
林
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
寺
迫
）
＄
1
8
0
9

　
松
薪
芳
郎
（
坪
谷
）
⑲
7
7
4
0

東
郷
町
母
子
寡
婦
家
庭

健
康
講
座
の
開
設

　
町
母
子
森
婦
福
祉
会
で
は
、
本
年

度
町
内
の
母
f
家
庭
及
び
寡
婦
の
方

を
対
象
に
月
一
回
健
康
講
座
を
開
設

し
ま
す
，
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康

管
理
、
健
康
づ
く
り
等
に
大
変
役
に

立
ち
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
日
程
、
講
座
内
容
等
の
お
問
い
合

わ
せ
ば
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
費
6
9
1
2
1
1
6
ま
で

原
子
爆
弾

被
爆
者
が
ん
検
診

　
県
で
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
及
び

健
康
診
断
受
診
書
証
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
平
成
六
年
度
が

ん
検
診
を
、
七
月
一
B
か
ら
十
二
月

三
卜
一
日
ま
で
の
期
間
、
委
託
医
療

機
関
（
宮
崎
・
延
岡
・
日
南
県
立
病

院
、
国
立
都
城
病
院
、
小
林
市
立
市

民
病
院
）
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
受
診
料
は
無
料
で
す
の
で
、
健
康

管
理
の
た
め
に
是
非
受
診
し
て
く
だ

さ
い
．
．

　
な
お
、
検
診
日
は
各
医
療
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
目
向
保
健

所
に
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
、

　
　
　
　
8
5
2
i
5
1
0
1

市
町
村
振
興
宝
く
じ

“
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
”
発
売

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

　
1
億
2
0
0
0
万
円
！

　
七
月
二
十
六
日
か
ら
．
†
約
申
し
込

み
が
開
始
さ
れ
ま
す
一
．

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
街
．
つ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
．

町
青
年

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▽
日
時
　
7
月
1
7
B
（
日
）
8
時
開
会

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
7
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

月税税税落す
ヘ　　　　　　　　　　　　　　ニニ

癖」土1
善
急6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
6
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
三
瀬
の
谷
口
武
則
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
子
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
那
須
秀
敏
さ
ん
か
ら

（
留
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
海
野
和
幸
さ
ん
か
ら

（
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

■
般
寄
付

　
鶴
野
内
の
伊
東
キ
ミ
エ
さ
ん
と
渦

元
春
夫
さ
ん
、
福
瀬
の
金
丸
弥
さ
ん

か
ら
快
気
祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
、
．
＝

●

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

寺 溝 高 糸 赤

原 口 橋 平
ち
や

和 愛 奈 崇 ん

の
志 良 美 弘 名

克 良 日 の保

幸 市
明 出
美

酒
器
者

鶴 寺 坪 小 住
野 野
内 迫 谷 田 所

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

宕一薯1氏
死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

海
野
ハ
ツ
エ

那
須
　
　
留

吉
田
善
平

谷
ロ
フ
ミ
子

氏
名

86

ﾎ

84

ﾎ

91

ﾎ

75

ﾎ
年
齢

小
野
田

八
重
原

鶴
野
内
二
瀬
住
所
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	牧水の歌友・山蘭あて－書間二百十通が見つかる

	明るく住みよい街づくりはお互いの心のかよう愛さつから

	デイサービスセンターに健康治療器がおめみえ

	３０周年を迎えた美々津ゴルフ場から街路灯11基が寄贈されました
	人権擁護委員に伊東征男さん

	あの時、シートベルトをしていてくれたら・・・

	３０年ぶりに復活－水稲直播き栽培
	爽やかな汗を流した区民運動会（寺迫公民館）

	3世代が協力して田植え－坪谷小学校体験学習

	今年の釣果を占う“あゆ漁”の解禁

	わがふるさと東郷町－森廣子さん

	ちびっこギャラリー　坪谷保育園

	街の話題－全区に空き缶圧縮機「カンベタ」を設置

	まちの企業－有限会社南九建設


